
広報 うわじまちくしょうぼう

火災と救急・救助は１１９番

身の安全を確保し、火災から遠い出入口から避難しましょう

避難器具がある場合は使いましょう

窓がある場合は助けを呼びましょう

ひんあ

令和３年中に発生した火災は 31

件で、前年の 32 件から１件の減少

となっていますが、死者が６名、

負傷者が５名発生しており、特に

死者が非常に多くなっています。

また、火災種別で見ると建物火

災が最も多い１８件で６割近くを

占めています。火災の原因は「た

き火」が８件で最も多く、次いで

「たばこ」、「放火」各３件など

となっています。

住宅用火災警報器は火災を早期に知るために非常に有効です。

火災から大切な命と財産を守るために

必ず住宅用火災警報器を設置しましょう

○普段から利用する建物の複数の避難経路を確認しておきましょう

○避難障害となる物品などが階段や通路に置かれていないか

確認しておきましょう

避難しましょう

○１１９番通報、初期消火も重要ですが、爆発的に燃焼拡大するような

火災の場合、避難することを最優先にしてください

○避難経路が一つしかないと判断し、命の危険を感じた場合には、少々

無理をしてでも避難を試みてください

大阪市消防局「爆発的な火災に備えましょう」をもとに作成

令和３年中の出場件数は 4,548

件（前年比 185 件増）、搬送人員は

4,108 人（前年比 135 人増）で、平

成 29 年以来の増加となっていま

す。事故種別ごとにみると、急病が

3,066 件で全体の 70％近くを占め、

次いで一般負傷 735 件、転院搬送

433 件などとなっています。

また、搬送人員を傷病程度別にみ

ると、軽症が1,414人で全体の30％

以上を占めているのが現状です。

救急車は限りある資源ですので、救

急車の適正利用にご協力下さい。

○下図のとおり、住宅用火災警報器を設置している場合は、設置されていない場合

と比べて死者数、焼損床面積は半減、損害額は４割減となっています
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休日・夜間の当番医は

こちらから確認できます

救急車利用率

20.7 人に１人

すでに設置しているお宅でも
定期的に点検をしましょう

①コンセントは定期的に清掃し

トラッキング火災を防ごう

②電気コードを家具など

の下敷きにしない

③タコ足配線はしない

④電気コードを束ねて使わない

利用する建物の避難経路を確認しておきましょう

主な避難器具


